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1. 原稿レイアウト10.5pt MSPゴシック
1.1 大きさと枚数
原稿の大きさと枚数はA4判の白紙2ページ以内とします． 
1.2 上下左右の余白
上20mm，下20mm，左：10mm，右10mm，とじ代10mm，とします．論文は上記枠内に収まるようにしてください．枠からはみ出した原稿は再度作成していただくことがあります．
1.3 字の大きさ・フォント
10.5ポイントを標準とします．
本文にはMS明朝，英数字にはTimes New Roman，章や項のタイトルにはMSPゴシックを使用してください.
2. 題目，所属，氏名
2.1 題目
題目は14ポイントの文字を使用して，1ページ目第2行の中央に書いてください．

2.2 氏名
題目との間を1行あけて中央そろえで書いてください． 
3. 本文
3.1 本文の書き方
本文は2段組とし，中央に8mmの空白を設け，要旨との間を1行あけて書き始めてください．
　1ページあたりの文字数は，標準の文字数を使用してください．
3.2 章のタイトル
　章のタイトルは，中央揃え，項のタイトルは左揃えで書いてください．

4. 図表，写真
　図表にはそれぞれ通し番号を付け，原稿枠内に割り付けてください． 
　図表の文字も本文と同様読みやすい大きさで書いてください．
　
5. 参考文献の書き方
　参考文献は末尾にまとめ，本文中の引用個所には文章の右肩に小括弧を付した番号を記入して原著文献を明記してください1)．
6. その他

　著者の原稿をそのまま印刷します．文字や図表が鮮明に印刷された原稿を作成してください．
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図1　図表タイトル，10.5pt MS明朝
